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 1 ．なぜ、オーラルヒストリー・アーカイブなのか？
オーラルヒストリーという研究手法は、ここ20年、

多くの学問分野の中に取り入れられてきた。オーラル
ヒストリーとは、人生経験の記憶をインタビューに
よって収集したオーラル（口述）の記録、もしくは、
そのような記録を使った研究を意味する。

徐々に注目されてきたオーラルヒストリーが、社会
的な存在感を増したのは、第一に、政治学者の御厨貴
氏が2000年に開始した「C.O.E. オーラル・政策研究
プロジェクト」（1）や、さらに、氏による一般読者を対
象とした『オーラル・ヒストリー−現代史のための口
述記録』の刊行である。そして第二に、主に社会学者・
歴史学者が中心になって行われた日本オーラルヒスト
リー学会の設立（2003年）であろう。このようなオー
ラルヒストリーに対する関心の高まりは、その後、現
在に至るまで継続し、経営史、美術史、演劇史、技術
史などの分野でオーラルヒストリーの調査が行われる
ようになった。

もともとオーラルヒストリーは、民俗学などの学問
分野では「聞き書き」と呼ばれ、主たる研究手法とさ
れてきたが、他の学問分野では、試みられたとしても
補足的な手法であった。

ところが、文書史料には、文書記録を残す権力や財
力、さらに、そもそも文字を書く能力を持たない人々
の経験は残されないという偏りが指摘されるように

なった。また、書き言葉とは異なる、語り（narrative）
の表現方法の独自性が注目されるようになった。

ただし、このような語りの史料の重要性が指摘され
つつも、それらの欠点（と思われている）が強調され
てきたと言える。その欠点とは、記憶に基づく語りは、
文書史料と比べると不正確であるというものである。
さらに記憶は、〈過去の事実〉そのものではなく、〈現
在〉という立場によって都合の良いように書き換えら
れているという指摘である。

これらの欠点は、必ずしも語られたものだけでなく、
書かれたものにも当てはまるが、オーラルヒストリー
独自の欠点として強調されすぎてきた（3）。そして、こ
のような批判がオーラルヒストリーの実施に二の足を
踏ませていたと言えよう。筆者は、オーラルヒストリー
が文書史料と違う点は、その内容ではなく、史料の保
存と公開のための基盤整備の差であると指摘したこと
がある。つまり、現在、多くのオーラルヒストリーは、
インタビューを行った者だけがその元史料を保管して
いるため、歴史研究に不可欠の史料批判ができない。
この点が日本におけるオーラルヒストリー研究の問題
である。それゆえ、日本においてオーラルヒストリー・
アーカイブの設立が急がれるべきである。オーラルヒ
ストリーを行う人が増えても、日本では、オーラルヒ
ストリー・アーカイブに関しては遅れているのが現状
である。

 2 ．英米のオーラルヒストリー・アーカイブの訪問
調査

2011年に開始された「戦後労働史におけるオーラル
ヒストリー・アーカイブ化の基礎的研究」（4）では、第
一にオーラルヒストリー・アーカイブの現状を国際的
に調査し、第二に日本におけるオーラルヒストリー・
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表　訪問調査対象一覧
訪問・調査先 場所 調査時点

① The Regional Oral History Office（ROHO）（UCB,The Bancroft Library 内） 米国・カリフォルニア 2011 年
② Center for Oral History Research（COHR）（UCLA,The Charles E. Young Research Library内） 米国・カリフォルニア 2011 年
③ The New York Public Library for the Performing Arts 米国・ニューヨーク 2012 年
④ The Ellis Island Immigration Museum（見学のみ） 米国・ニューヨーク 2012 年
⑤ Robert F. Wagner Labor Archives（NYU,Tarmiment Library 内） 米国・ニューヨーク 2012 年
⑥ Columbia Center of Oral History（CCOH）（Columbia University） 米国・ニューヨーク 2012 年
⑦ The Center for Digital Humanities and Social Sciences at Michigan State University（MATRIX） 米国・ミシガン 2013 年
⑧ Walter P. Reuther Library, Archives of Labor and Urban Affairs, Wayne State University 米国・ミシガン 2013 年
⑨ Foundling Museum 英国・ロンドン 2014 年
⑩ Bishoosgate Library 英国・ロンドン 2013 年
⑪ Museum of London 英国・ロンドン 2013 年
⑫ British Library 英国・ロンドン 2014 年
⑬ Brighton Museum & Art Gallery（見学のみ） 英国・ブライトン 2014 年
⑭ TUC Library（London Metropolitan University 内） 英国・ロンドン 2015 年

⑮ Centre for the Study of the Production of the Built Environment（ProBE）（Westminster 
Business School（WBS）内） 英国・ロンドン 2015 年
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アーカイブの構築を目指した。前者は、英米のオーラ
ルヒストリー・アーカイブの現地調査を行い、報告記
事としてとりまとめた（5）。個々の調査内容に関しては、
これら文献に直接あたって頂きたい。本稿では英米の
調査全体で分かったことを整理したい。

はじめに、調査を行った機関の一覧を表に示す。も
ちろん、筆者らの調査は、英米におけるオーラルヒス
トリー・アーカイブの一部を調査しただけである。時
間をかけて詳細に調査できた機関もあれば、短期の滞
在で複数か所を訪問したため、見学だけの調査先もあ
る。オーラルヒストリー・アーカイブの先進国である
英米では、各地の公共図書館や大学がオーラルヒスト
リーを集めて公開していることは珍しいことではな
く、全てを訪ねることはできないが、その一部でも本
稿で紹介することを通じて、日本であまり知られてい
ない英米におけるオーラルヒストリー・アーカイブの
取り組みについて情報を提供したい。

米 国 に 関 し て は、ROHO（ ① ）、COHR（ ② ）、
CCOH（⑥）が大学に設置された大規模なオーラルヒ
ストリー・センターである。設立が最も古いのはコロ
ンビア大学のCCOH（⑥）であり、続いてカリフォル
ニア大学バークレー校（UCB）のROHO（①）、カリ
フォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）のCOHR（②）
が続いた。日本の現状と比較すると、これらのセンター
は、スタッフ体制、広い史料保存空間、ホームページ
での情報発信、教育体制などがとても充実している。
また英国では、英国図書館（BL）（⑫）が保存してい
るThe British Library Sound Archive's oral history 
collectionsが圧倒的な量のオーラルヒストリー・コレ
クションである。

なお、筆者の研究分野が労働史であるため、労働
史史料のアーカイブ機関（⑤⑧⑭⑮）を積極的に訪
問した。特に米国のニューヨーク大学のTarmiment 
Library内のRobert F. Wagner Labor Archives（⑤）
や ウ ェ イ ン 州 立 大 学 のWalter P. Reuther Library

（⑧）、英国のLondon Metropolitan Universityの図書
館内に併設されているTUC Library（⑭）は、労働専
門の図書館もしくは史料室としてそれらコレクション
が有名である。

また、今回の調査では図書館以外の博物館などの取
り組みにも注目した。図書館に比べると、博物館の方
が「史料展示」に力を入れている。音声や映像を一般
向けにどのように展示しているかについて見学し、そ
の工夫について質問した。他の組織と異なるのが、デ
ジタルデータの利用方法の開発と支援を目的としたセ
ンターであるミシガン州立大学のMATRIX（⑦）で
ある。

3 ．調査から見えてきたこと
3.1．研究・教育・史料保存整理等の連携

今回調査した多くの図書館・博物館は、史料を保存・
整理するだけでなく、オーラルヒストリーの調査を実
施していた。図書館・博物館という組織の中に調査を
担うスタッフが所属している事例もあれば、組織的に
はオーラルヒストリー・センターと図書館は別である
が、そのオーラルヒストリー・センターが図書館施設
の中に設置されている事例も多かった。オーラルヒス
トリーを実施する研究者と作成された史料を保存整理
する司書・アーキビストが緊密に連携していると言え
よう。

そもそもオーラルヒストリーを実施する過程で、文
書史料が発見され、図書館に寄贈されることもある。
また、過去の音声資料・映像資料が発見されることも
あるが、その場合は、利用しやすさを考えて、古い媒
体に録音されている音声史料・映像史料を別の媒体に
移行させる作業がある。その作業のために複数の古い
録音機材がセンターに保管されている。これらは、既
に販売されていないものばかりである。

なお、ほぼすべての事例でオーラルヒストリー実施
のための資金獲得には苦労していた（日本と比べると
大規模な資金を獲得しているが）。大学内の一部門と
してオーラルヒストリー・センターが設置されていれ
ば大学側からの一定程度の資金協力があるが、大学側
からの資金には限界がある。人件費も大学だけに依存
することはできない。そこで、多くの研究者やアーキ
ビストは、外部研究助成金を獲得していた。オーラル
ヒストリー・センターが設置されている大学は、学内
外の研究者ネットワークを使って国際的に外部研究助
成金の獲得を行っていた。

例えば、CCOH（⑥）は、研究費だけでなく教育の
ための助成金を獲得し、期間限定になるが、1年の大
学院修士課程を設置している。①②⑤⑥⑦⑧⑮は大学・
大学院教育の一環としてオーラルヒストリーの実習授
業を担当していた。結果的に、それら実習の記録も図
書館に保存されることになる。このようにオーラルヒ
ストリー・アーカイブが学内の教育を担うことで、学
内での評価も高まっていると考えられる。

またMATRIX（⑦）は、独自のデジタル技術を生
かし、全世界から助成金を獲得し、学外の図書館・博
物館と連携しながら史料デジタル化のプロジェクト
を運営していた。さらに英国でも、BL（⑫）、TUC 
Library（⑭）、ProBE（⑮）なども、研究者やアーキ
ビストのネットワークを構築していた。

一方、研究機関に所属しているわけではない、フ
リーランス・オーラルヒストリアンの協力を得ながら
オーラルヒストリー調査の資金を獲得していた事例
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もあった。英国では、筆者は、フリーランス・オー
ラルヒストリアンたちによるContinuing Professional 
Development Freelancer’s Workshopに参加したが、
⑨⑩⑪のボランティアスタッフが参加していた。ここ
では、資金の獲得方法、ボランティアの集め方、地域
団体との連携方法、史料の公開方法、さらにインタ
ビューの技法が共有されていた。このようなボラン
ティアスタッフが組織化されている点が、英米のオー
ラルヒストリー・アーカイブの強みであると言えよう。

このようなフリーランス・オーラルヒストリアンた
ちは、短期のセミナーでオーラルヒストリーについて
学んでいる。米国では、ROHO（①）やCCOH（⑥）
は、研究者以外の人も参加できるサマーセミナーを開
催しているし、COHR（②）は、地域住民が自主的に
自らの地域活動の一環として実施したコミュニティ・
オーラルヒストリー・プロジェクトの指導を行ってい
た。英国では、「英国オーラルヒストリー学会（Oral 
History Society）」が中心になってBL（⑫）などにお
いて定期的なセミナー（Introduction to Oral History,
全1日）を開催している。このような地道な教育活動
によってオーラルヒストリーのすそ野が広がり、オー
ラルヒストリーが共有資源であるという社会認識も広
がっていると言えよう。

以上要するに、英米のオーラルヒストリー・アーカ
イブは、研究、社会、教育、および資料保存・整理活
動において個人・組織が強く連携している。このよう
な連携を見ずに、史料の歴史的価値の視点からオーラ
ルヒストリーの保存・整理の必要性を訴えても、多く
の人の同意が得られるとは思えない。

3.2．展示、ネット公開、ワークショップ
オーラルヒストリーは、テープ起こし、音声、映像

の形で保存されるが、これらを利用者が読み、聞き、
見るのは大変な労力がかかる。研究者は、学術論文作
成のためにこのハードルを越えるが、一般の人が「歴
史」に触れたい場合、史料の利便性が大きなハードル
になる。

オーラルヒストリーは、歴史を研究する者だけで
はなく、歴史を学び、歴史を感じたい者にも開かれる
べきであろう。それゆえ、英米の図書館や博物館は、
史料の展示に力を入れて、「過去を想起する場」を設
計していた。特に博物館はその空間設計に工夫を凝
らしていた。例えば、The Ellis Island Immigration 
Museum（④）は、移民たちの写真や彼ら彼女らが
持っていたカバンなどが展示されており、それらを
見ながら過去の語りを聴くことができる。Foundling 
Museum（⑨）も、孤児院・病院にいた人々の持ち物
を展示し、その近くで語りを同時に聞けるようにし

てあった。Museum of London（⑪）は音声だけでな
く、映像（と手話）を流しながらロンドンのかつて
の街並みのジオラマ等の展示物を見られる。Brighton 
Museum & Art Gallery（⑬）では、展示の近くに
Listening Postという電話を設けており、受話器に耳
をあてると語りを聴けるという面白い工夫がある。

先述したように、英米のオーラルヒストリー・アー
カイブや学会は、図書館や博物館がその拠点となって
社会活動としてのオーラルヒストリーを支えていた。
すなわち、オーラルヒストリーとは、単に過去を記録
する作業ではなく、過去を記録しつつ、過去を想起し、
次世代につないでいくという活動として社会的に位置
付けられていると言えないか。

社会における歴史的想像力を育む活動は、展示だ
けにとどまらず、オーラルヒストリーを使ったワーク
ショップからも感じ取ることができる。米国では、大
学がコミュニティ・オーラルヒストリーを支援して
いたし、また英国のBishoosgate Library（⑩）では、
Sounds from the Park: An Oral History of Speakers' 
Cornerというコミュニティ・オーラルヒストリー
を実施し、そのオーラルヒストリーを使ってワーク
ショップを行っていた。筆者も参加したそのワーク
ショップでは、Speakers' Cornerの演劇的再現や高校
生たちによる語りを使った音声作品の作成などが行わ
れていた。

大学図書館は、博物館に比べると研究中心の史料
保存と整理を行っている。しかし、インターネット上
での情報発信やオーラルヒストリー・コレクションの
リーフレット作成等については積極的に取り組んでい
た。先述したMATRIX（⑦）は、デジタル技術を駆
使した活動を行っているし、ROHO（①）にもIT担
当の専門スタッフがおり、オーラルヒストリーのデジ
タル化公開に積極的に取り組んでいた。オーラルヒス
トリー・アーカイブには、音声・映像のデジタル化に
関する専門家がいることが理想的であると言えよう。

 4 ．日本発のオーラルヒストリー・アーカイブに向
けて

英米の調査をしながら筆者らは、日本でのオーラル
ヒストリー・アーカイブの構築について考えた。そし
て、2015年12月、労働史オーラルヒストリープロジェ
クトというウェブサイトを大阪産業労働資料館（エル・
ライブラリー）と共同で立ち上げた（4）。

むろん、英米のアーカイブとは資金や規模の面で大
きな違いはある。しかし、資金がなければ小さなアー
カイブを作ればよいだけではないかと考えたのであ
る。それは、オーラルヒストリー・アーカイブを設立
できるかどうかは、オーラルヒストリーに関心を持つ
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著作権法で認められる場合以外で、視覚障害その他の理由でこの雑誌を活字のままで読むことのできない人の利用に供する
ために、著作権者の許諾が必要な方は、国立国会図書館まで御連絡ください。

連絡先　国立国会図書館関西館図書館協力課
　　　　住　　所　〒619−0287
　　　　　　　　　京都府相楽郡精華町精華台8−1−3
　　　　電話番号　0774−98−1449

者たちが連携できるかどうかの方が重要であると本調
査の実施によりわかったからである。英米のオーラル
ヒストリー・アーカイブはそのような連携に成功し、
オーラルヒストリーを支える広大なすそ野を作ってい
た。

オーラルヒストリーの研究者と図書館・博物館の司
書・学芸員、アーキビストの連携は想像しやすい。し
かし、それだけではなく、例えば、地域の図書館であ
れば、地域でまちづくりに参加している活動家等も巻
き込んだ、オーラルヒストリーのネットワークが重要
であろう。日本には、それぞれの場に地域のオーラル
ヒストリー・アーカイブを担うにたる人材がいると思
う（7）。後はつながるだけだとも言える。そのつながる
ためのハブ機能を大学や図書館や博物館が担ってい
く。このような未来計画を共有することが、我々には
求められているのではないか。

（1）“C.O.E. オーラルヒストリープロジェクト”．政策研究大学
院大学．
http://www3.grips.ac.jp/~oral/，（参照 2016-10-18）．

（2）御厨貴．オーラル・ヒストリー： 現代史のための口述記録．
中央公論社，2002，207p，（中公新書）．

（3）梅崎修．オーラルヒストリーによって何を分析するのか−
労働史における〈オーラリティー〉の可能性．社会政策．
2012，4（1）, p. 30-42．
http://ci.nii.ac.jp/naid/110009517678，（参照 2016-10-18）．

（4）“戦後労働史におけるオーラルヒストリー・アーカイブ化の基
礎的研究（基盤研究（B）2011‐2015 代表 梅崎修）”． KAKEN.
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT
-23330115/，（参照 2016-10-18）．

（5）米国調査については、以下の文献を参照。
梅崎修，田口和雄．Regional Oral History Office（ROHO）
のオーラルヒストリー・アーカイブについて．生涯学習と
キャリアデザイン．2012, （9）， p. 75-85．
http://repo.lib.hosei.ac.jp/handle/10114/7039，（参照 2016-
10-18）．
田口和雄，梅崎修．アメリカにおけるオーラルヒストリー・
アーカイブ化の現状について− UCLA Center for Oral 
History Rsearch（COHR）のインタビュー調査をもとに．
高千穂論叢．2012, 47（1）， p. 99-119．
梅崎修，田口和雄．コロンビア大学・CCOH（Columbia 
Center of Oral History）におけるオーラルヒストリー調査
とアーカイブについて．法政大学キャリアデザイン学部紀
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